
　平素より、私ども労働金庫連合会（労金連）に対しまして、格別のご支援を賜り、誠にありがとうござい
ます。
　労金連は、協同組織の福祉金融機関である〈ろうきん〉を会員とする中央金融機関として、1955年
の設立以来、〈ろうきん〉らしい商品やサービスの開発・提供、〈ろうきん〉間の資金の需給調整、余裕資
金の効率運用、業態統一オンラインシステムの開発・運営など、〈ろうきん〉が行う金融活動を支える役
割を担っています。
　2023年度は、「系統中央金融機関としての役割発揮～働く人の明日への貢献～」を全体戦略として
掲げた第10期中期経営計画の最終年度であり、その集大成として各種業務を通じた〈ろうきん〉の支
援と持続可能な経営基盤の確立に取り組みました。その結果、2023年度の業績は総資産8兆8,556
億円、預金残高6兆9,304億円、当期純利益84億円となりました。また、自己資本比率は15.10％、発行
体格付はAA-（R&I）と、財務の健全性維持に努めました。

　さて、昨今の社会環境に目を向けると、本年1月1日に発生した令和6年能登半島地震をはじめとした
激甚化する災害、気候変動リスク、不安定な世界情勢や原材料価格の高騰や円安等を背景とした物
価上昇など、はたらく人の生活環境は不透明で不確実な状況といえます。また、はたらく人の行動様式
や価値観も多様化しており、金融機関との関わりや金融機関が果たすべき役割も変化してきました。
　こうしたはたらく人や取り巻く社会環境の変化に適応するため、第11期中期経営計画「はたらく人の
未来へ  ＲＸ（労金連トランスフォーメーション）の推進」を策定しました。
　この中期経営計画を通じて、役職員一人ひとりが変革意識をもって事業運営に取り組むことで、はた
らく人の最も身近な福祉金融機関〈ろうきん〉を支える中央金融機関として、役割を果たし続けてまいり
ます。

　労金連や〈ろうきん〉の業績、取組みについてご紹介するため、このディスクロージャー誌「労働金庫
連合会2024」を作成いたしました。ご高覧いただき、労金連ならびに〈ろうきん〉へのご理解を一層深め
ていただければ幸いです。
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ごあいさつ

労働金庫連合会は
労働金庫〈ろうきん〉の中央金融機関です。
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労金連の概要 （2024年3月31日現在）

●店舗数 　　1店舗
●常勤役職員数 408人
●会員数 13労働金庫
●預金残高（譲渡性預金含む） 6兆9,304億円
●貸出金残高 1兆3,313億円
●出資金 1,200億円
●自己資本比率（国内基準） 15.10％

全国労働金庫の概要 （2024年3月31日現在）

●金庫数 13金庫
●店舗数 596店舗
●常勤役職員数 11,093人
●会員数 100,926会員
●間接構成員数 11,945,542人
●預金残高（譲渡性預金含む） 23兆848億円
●貸出金残高 15兆5,716億円
●出資金 968億円
●自己資本比率（国内基準） （全国平均）9.58％

ろうきんは、働く人の夢と共感を創造する
協同組織の福祉金融機関です。

ろうきんは、会員が行う経済・福祉・環境および
文化にかかわる活動を促進し、人々が喜びをもって

共生できる社会の実現に寄与することを目的とします。

ろうきんは、働く人の団体、
広く市民の参加による団体を会員とし、

そのネットワークによって成り立っています。

会員は、平等の立場でろうきんの運営に参画し、
運動と事業の発展に努めます。

ろうきんは、誠実・公正および公開を旨とし、
健全経営に徹して会員の信頼に応えます。
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プロフィール

※全国労働金庫の数値は速報値

※本誌は労働金庫法第 94 条第 1 項において準用する銀行法第 21 条の規定に基づいて作成した
　ディスクロージャー資料（業務及び財産の状況に関する説明書類）です。




